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【研究成果の概要】 （文 字 の大 きさ 9 ポイ ント ・ 字数 800 字 ～ 1600 字程 度）

 児 童生 徒 が SNS を介 して 相手 を 傷つ けた り ，ネッ ト い じめ に発 展 した りす る こと が問 題 にな って い

る．こ の原 因と して，自分 の文 章 が相 手に ど のよ うな 心 的影 響を 与 える か，投 稿時 に理 解 でき ない こ

とが 挙げ ら れる．そ こ で，本 研 究 では，子 供 が SNS に投 稿す ると き の文 章を ，AI 技術を 用 いて 自動 判

別し ，受 け 手の 感情 を 児童 生徒 に フィ ード バ ック して ，書き 込み を 行っ た文 章 の再 修正 や 投稿 意思 の

再確 認を 促 すシ ステ ム を開 発す る こと を目 的 とし た．  

本研 究で 開 発し たシ ス テム は， 次 のよ うに な って いる ．

第一 に，初 期画 面で ，相手 にメ ッ セー ジを 送 信す る場 面 を想 起す る 問題 を表 示 し，相 手 に 文章 を書

く画 面と し た（ 図１ ）．相 手に メ ッセ ージ を 送る 場面 に つい ては ， 相手 にネ ガ ティ ブな 感 情を 与え る

可能 性が あ る文 章を 送 信し てし ま いが ちな ，１ ）相 手か らの 誘い を 断る 文章 ，２ ）相 手に 手段 を尋 ね

る文 章を 書 かせ る２ つ の場 面を 作 成し た．  

第二 に， 自 分で 考え て 書い た相 手 に送 信す る 文章 を， AI で感 情を 自 動判 定さ せ る方 法を 検 討し た．

これ につ い て， 使用 の 同意 が得 ら れた 株式 会 社 User Local の 感情 認 識 AI シス テム を採 用 した ．そ し

て， 記述 し た文 章を 感 情認 識 AI シス テム に 出力 され る よう に， シ ステ ムの 開 発を 行っ た ．  

第三 に，送 信さ れた 文 章が ，相 手 にど のよ う な感 情と し て受 け止 め られ るか を 確認 でき る よう にす

るた めに，感情 認識 AI システ ム が自 動的 に 判定 した 結 果を 表示 さ せる よう に した（ 図２ ）．感情 は「 喜

び」「 好き 」「恐 れ 」「 悲し み 」「 怒り 」の ５ 種類 につ い て，それ ぞ れの 強さ を レー ダー チ ャー トで 表 示

され るよ う にな って い る．こ の判 定結 果を 基 に，改 めて 自分 が書 い た文 章を 振 り返 り，よ り相 手の 感

情を ネガ テ ィブ にさ せ ない よう な 文章 に修 正 する 足場 か けの シス テ ムと した ．  

なお ，開 発 シス テム で は， ユー ザ ごと に， は じめ にど の よう な文 章 を送 信し ， 出力 結果 を 確認 し，

修正 した 後 の文 章の ロ グを 取得 で きる よう に 設定 し， 本 シス テム の 効果 を評 価 でき るよ う にし た．  

今後 の課 題 とし て，開 発し たシ ス テム の稼 働 テス トと ，子供 達を 対 象と した 実 践研 究が 挙 げら れる ．
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図１  相手 に断 りの メ ッセ ージ を 送信 する 場 面  図２  AI によ る感 情 の判 定結 果
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